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平成３１年３月５日 

 

只見町議会議長 齋藤 邦夫 様  

 

                            総務厚生常任委員会 

委員長 藤田 力 

 

総務厚生常任委員会所管事務調査報告書 

 

 本委員会の所管事務調査事項について、調査経過並びに結果を下記のとおり報告します。 

 

記 

１．所管事務調査事項 

新たな自主財源の確保に関する調査 

只見町国民健康保険朝日診療所の経営に関する調査 

事務の適正管理と職員の健康管理に関する調査 

 

２．調査の経過及び結果 

(１) 調査事項 所管事務に関する調査 

(２) 調査方法 事務調査 

(３) 調 査 日 平成３０年１２月２１日、平成３１年１月１５日、２月６日、 

２月２２日 

(４) 出席委員 藤田力委員長、中野大德副委員長、鈴木征委員、佐藤孝義委員、 

山岸国夫委員、齋藤邦夫委員 

 

３．調査結果及び意見 

(１) 人工透析患者の送迎 

   町内の人工透析患者の身体的及び経済的負担軽減のため週三回、南会津病院への 

  送迎サービスが実施されることとなった。  ※１月１１日より５名 

(２) 公共交通の充実 

①平成１８年から運行している雪んこタクシーの利用料金５００円が４月１日より 

２００円に改正される。 

②今までの観光ツアーバスが定時定路線のジャンボタクシーとして只見～田島間を 

運行する。 一日２往復、停留所 ～ 町内２１箇所及び南会津病院、会津田島駅。 

料金 ～ 町内間２００円、町外１，５００円。 

 町民の利用は勿論、交流人口の増加にも期待できる。    

(３) 朝日診療所の医療スタッフ体制充実 

①医師については、現状の４名体制を堅持するよう万全を期してほしい。 

②看護師体制については、募集しても応募の無い状況が続いている。医療スタッフ 

の人材不足が厳しさを増している。お知らせ版など町内広報にとどまらず、広範囲 

な取り組み、しかも早急な実行を求める。 
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(４) こぶし苑の給食について 

受託している㈱ニッコクトラストより撤退希望が出された。原因は調理スタッフ 

の不足。当面、冷凍食材の導入等により３１年度までの一年間延長で合意したが 

将来的に不安が残る。重要な課題であり町は「町内一か所に総合給食センター構想」 

も視野にいれた検討が必要である。 

 

以上 

 


